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InCites Journal Citation Reports［インサイト ジャーナル サイティション リポーツ］は、 

インパクトファクターをはじめとする、雑誌の各種評価指標を検索、比較するためのものです。 

 

 

 

 京都橘大学の HP からたどる 

【京都橘大学 HP】-【学生生活】-【図書館】の順で進んでください。 

【京都橘大学図書館 HP】を開いたら、          タブをクリック、図書館が契約 

しているデータベース一覧より Journal Citation Reports を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースマニュアル（2021.4） 

InCites  
Journal Citation Reports 
 

接続方法 

 

京都橘大学図書館 HP 

京都橘大学 HP 
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“インパクトファクター”とは特定の 1 年間において、ある雑誌に過去 2 年間掲載された論文が 

平均的にどれくらい頻繁に引用されているかを示す尺度です。（文献引用影響率） 

学術雑誌の影響（インパクト）を表す指標の一つで、同じ分野の他の雑誌と、その影響を相対的に 

比較できるので、その雑誌の重要度が分かります。 

よく勘違いされますが、雑誌に掲載されている論文の影響を示したものではありません。 

このデータベースで算出できるインパクトファクターは、トムソン・ロイター社が選考した学術 

 雑誌が対象になっています。 

 国際的、もしくは特定の地域で実績があり、評価が高い、自然科学と社会科学分野の学術雑誌 

 83 か国、232 の専門分野、12,795 誌以上 

 収録期間は、1997 年～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定の雑誌のインパクトファクターをしらべる 

Ａ：Enter a journal name 

  しらべたい雑誌タイトルを入力します。  

   ※入力はフルタイトル、略称、タイトルの一部、ISSN でも検索することができます。 

 

Ｂ：Browse by Journal 

    雑誌タイトル一覧からさがすことができます。 

 

Ｃ：Browse by Category 

  分野の一覧からさがすことができます。 

Ａ  

“インパクトファクター”ってなに？ 

Ｂ  Ｃ  

⇒ P.3 へ 

⇒ P.6 へ 
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① タイトルを直接入力します。 

 

 

 

 

 

② 該当の雑誌のプロフィールが表示されます。 
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Ａ：Enter a journal name 
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    Journal Profile：該当雑誌の情報 

 

    Journal Impact Factor Trend： 

    最新のジャーナルインパクトファクターを含む、過去 5 年間のインパクトファクター値 

             をクリックすると、1997 年からのデータが表示される。 

 

     

    Citation distribution： 

    該当の雑誌に掲載された記事（原著論文，総説）が、何度引用されたかに関する分布図 

 

 

    Journal Impact Factor Calculation： 

    ジャーナルインパクトファクターの計算根拠 

 

    分子の数字をクリックすると、引用先の内訳が、別ウィンドウに表示される 

７ 

８ 

９ 10 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

⇒ P.5 へ 

⇒ P.8 へ 
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     ひとくちメモ 

        をクリックすると、画面が拡大したり詳細情報を見ることができます。 

 

 

    分母の数字をクリックすると、引用元の内訳が、別ウィンドウで表示される 

 

    Journal source Data： 

    該当のジャーナルの最新インパクトファクターが発表された年の論文数の内訳（Citable article） 

    と、その論文が引用した論文数の合計など 

 

    Key Indicators： 

    該当のジャーナルの最新インパクトファクターが発表された年の様々なメトリクス（指標）を、 

    「Impact Metrics」「Influence Metrics」「Source Metrics」の３つで提供。 

    ※過去のデータは、         より確認可能 

 

    Contributions by country region： 

    該当のジャーナルに掲載された、論文著者の所在国ランキング 

    ※記載されている全著者の住所に基づく 

 

    Contributions by organizations： 

    該当のジャーナルに掲載された、論文著者の所属機関ランキング 

 

 

 

          

 

 

           

 

    Citation distribution： 

    該当の雑誌に掲載された記事（原著論文，総説）が、何度引用されたかに関する分布図 
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10 

３ 

原著論文の 
被引用数の中央値 

レビュー論文の 

被引用数の中央値 

各グラフ棒にマウスを寄せると、 

被引用数とその被引用数を持つ 

論文の内訳がポップアップ表示される 
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 Go to Journal Profile：Ａと同じように雑誌タイトルや、ISSN での検索ができる 

 Compare Journals：2 タイトル以上の雑誌を比較することができる 

 

 Select Journals：雑誌タイトル名、タイトル省略名称、ISSN などで簡単検索ができる 

          ※候補が出るので、選びやすい 

 

  Select Categories：さがしたい雑誌が含まれる分野を☑することができる 

            ※複数☑O.K.  

Ａ  

Ｄ     

Ｂ  

Ｃ  

Ｅ  Ｆ  

Ａ  

Ｂ  

Ｃ  

Ｄ     

 

⇒ P.7 へ 

Ｂ：Browse by Journal 
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   フィルター：検索のための条件を複数、選択することができる 

        ※検索条件の設定ができたら、    をクリックする 

 

  雑誌のインパクトファクターランキング：ランキングをさまざまな指標から見ることができる 

   

       （点線枠内）の中から、詳しく見たい指標を選ぶことができ、 

クリックすると、指標に合ったランキング表示に切り替わります。 

        で、昇順と降順も切り替えできます。 

 

 別の指標のランキングを見たい場合は、右上にある             を 

クリックすれば、ポップアップで指標を選ぶことができます。 

        

   Compare Journals：2 タイトル以上の雑誌を比較 

≪例≫『NATURE』と『SCIENCE』の直近 5 年間のインパクトファクターの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ  

Ｆ  

Ｂ  

(ア) １.Select Comparison で、【Trends】を選択 

 

(イ) ２.Select Journals で、比較したい雑誌タイトルを 

入力し、確定 

 

(ウ) ３.Selects JCR Years で、“直近５年間”を、 

Ctrl キーを押しながら洗濯 

 

(エ) ５.Select Metric で、指標を選択 

（Journals Impact Factor） 

 

(オ) Submit ボタンをクリック 
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 Total Cites・・・当該年にどれだけ多く引用されたか 

 5-Year Impact Factor・・・直近 5 年分の論文で算出したインパクトファクター 

※どのカテゴリーでも、論文掲載からおおよそ 2，3 年後に最も引用されるというデータを 

 受けて算出されるようになったものです。 

 

 Immediacy Index・・・雑誌に掲載された論文がどれくらい早く引用されたか 

※最先端の研究論文や、話題性の高い論文を多く掲載した雑誌が分かります。 

 

 Cited Haif-Iife・・・雑誌に掲載された論文がどれだけ長く引用され続けているか 

 Article InFluence Score・・・雑誌に掲載されている個々の論文の平均的な影響度          

Ｃ：Browse by Category 

にリンクする、該当雑誌のカテゴリー 

 

 

 

 

 

数字をクリックすると、計算根拠が表示される 

Ａ：Enter a journal name（All Years） 


